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令和４年８月 22日 市政記者クラブ提供資料 

鈴鹿市制施行 80周年・鈴鹿サーキット開場 60周年  特別企画 「世界の SUZUKA 鈴鹿の F1」 

１ 企画名称 

 鈴鹿市制施行 80 周年・鈴鹿サーキット開場 60 周年 特別企画 「世界の SUZUKＡ 鈴鹿のＦ１」 

 

２ 企画背景 

 世界に誇る鈴鹿サーキットを市街地に有し，世界の国際都市と名を連ねる F1 開催都市

“SUZUKA”。 

 本市と鈴鹿サーキットが周年を迎える今年，３年ぶりにＦ１日本ＧＰが鈴鹿へ戻ってくる。 

 Ｆ１開催を前に，国内外のモータースポーツシーンで活躍する著名人を招き，フォーラム

を開催することで，シビックプライドを醸成し，開催の機運を高める。 

 

３ 企画の趣旨・内容 

 フォーラム会場（ホ－ル）では，トークライブの他，往年の HondaＦ１マシンに搭載され

たエンジン３基の展示と再現（本格的なレーシングシミュレーターを使用したエンジン音

の再現）などして，ゲスト，観客が，時代の変化を五感で感じられる内容とする。 

 併せて，国内のｅモータースポーツを先導する事業者によるＥＸＰＯを同時開催（1 階ロ

ビ－）し，人気の高いレーシングシミュレーターの体験搭乗などを行い，リアルとバーチ

ャルの両面からモータースポーツのまち・鈴鹿を発信する。 

 

４ 具体的な内容 

【アニバーサリー・フォーラム】   Ｆ１トークライブ 2022  

山本雅史氏・松田次生選手らと語る「世界の SUZUKＡ 鈴鹿のＦ１」 

• 国内外のモータースポーツシーンで活躍する著名人を招き，時代の変化を振り返り，周年

のアニバーサリーらしいトークライブを開催する。 

• 現在，鈴鹿PAで展示している往年のHondaＦ１マシンに搭載されたエンジン３基を会場

に持ち込み，HondaＦ１活動期毎に異なる時代背景やマシン特性などを当時の写真やゲ

ストの懐かし話で振り返っていく。 

• また，リアルレーサーが使用する本格的なレーシングシミュレーターを用いて，HondaＦ１

活動期別のエンジン音や走行風景を会場内で再現し，臨場感を演出する。 

• ゲストが，HondaＦ１活動期別のマシンをシミュレーター上で走行し，視覚・聴覚から観客

に伝えることで，ゲストと観客の距離を縮め，一体感を創出し，リアルとバーチャルの両面

からモータースポーツのまち・鈴鹿を発信する。 

 

【実施日時】 令和４年９月 24日(土) 14時から 15時 30分（開場 13時） 

 【実施場所】 イスのサンケイホール鈴鹿 ホール  （手話通訳あり） 

 【実施主体】 （主催）鈴鹿Ｆ１日本グランプリ地域活性化協議会/鈴鹿市 

ＮＰＯ法人鈴鹿モータースポーツ友の会 

（協力）ホンダコレクションホール 

ホンダモビリティランド株式会社鈴鹿サーキット 

 【参加者数】 客席定員 1,275人（事前申込み枠 限定 700人） 
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【ゲスト①】 山本 雅史 氏 

MASAコンサルティング・コミュニケーション株式会社 代表取締役  

元 Honda F1マネージングディレクター 

RBPT（レッドブルパワートレインズ）アドバイザー/SFチーム GOH監督 

【ゲスト②】 松田 次生 選手（桑名市出身） 

レーシングドライバー 

レーシングチーム監督 

【ゲスト③】 畑川 治 氏（鈴鹿市在住） 

レーシングアドバイザー 

NPO法人鈴鹿モータースポーツ友の会 理事長 

【司会進行】 辻野 ヒロシ 氏（鈴鹿市出身／在住） 

レース実況アナウンサー 

NPO法人鈴鹿モータースポーツ友の会 理事 

【参加方法】次のいずれかの方法で参加（参加費無料）ができます。ただし，入場制限が必要

な場合などは，入場をお断りする場合があります。 

① 事前申込み（抽選で特典（※）付き）  限定 700人（申込締切：9/21まで） 

鈴鹿市 HP内トピックスや市広報（9/5号）などから事前申込が可能。 

          ※特典：ゲストから記念品を抽選でプレゼント 

② 当日参加（申込不要） 

客席定員に達した場合は，入場をお断りする場合があります。 

 

【アニバーサリー・EXPO】  

ｅ-MotorSports_ EXPO 2022 in SUZUKA（同時開催） 
• 国内のｅモータースポーツ関連の協力事業者（以下，協力事業者）が出展するＥＸＰＯを開

催する。 

• 協力事業者が所有する様々な種類のレーシングシミュレーター（10台以上）の体験搭乗の

機会を提供する。 

• ｅスポーツ事業や通信環境の紹介を通じて，参加者のｅスポーツ認知度向上を図るととも

に，協力事業者間の交流機会を創出する。 

• ミレニアルや Z 世代などの若年層や，モータースポーツに興味がなかった層にリーチし，

リアルとバーチャルの両面からモータースポーツのまち・鈴鹿を発信する。 

 

【実施日時】 令和４年９月 24日(土) 11時から 17時 

 【実施場所】 イスのサンケイホール鈴鹿 １階ロビー内 

 【実施主体】 （主催）鈴鹿市/鈴鹿Ｆ１日本グランプリ地域活性化協議会 

ＮＰＯ法人鈴鹿モータースポーツ友の会 

（協力）鈴鹿商工会議所青年部 

協力事業者 

 【参加者数】 約 700人 

【体験申込方法】 当日，体験ブース毎に整理券を発行。（先着順） 

 

 

５ 周知の方法 

• 市広報（9/5号）にて F1特集記事を掲載する。 


